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メージュ症候群に対する遠絡療法の効果と意図しない睡眠時無呼吸症候群改善の可能性 

 

いちかわ訪問はりきゅう 

依知川正宏 

 

はじめに 

メージュ症候群は局所性ジストニアである眼瞼痙攣を主

要な症状としつつも、それに顔面や下顎・舌・咽頭・喉頭・

頚部といった隣接部位のジストニアを合併した病態で、より

範囲の広い分節性ジストニアとして理解されている。 

今回、メージュ症候群に対する処方例が見当たらないた

め、眼瞼下垂の処方を参考に施術した結果、改善の可能

性がみられたことおよび同時に意図していなかった睡眠時

無呼吸症候群の改善の可能性が確認できたので報告す

る。 

症例 

主訴 

60代 男性 

メージュ症候群/睡眠時無呼吸症候群 

 

現病歴 

48歳： 

タイ出張中にメージュ症候群を発症。ドライアイと診断さ

れる。 

50歳： 

帰国し、国立病院でメージュ症候群と診断される。   

ボトックス注射を行うが、短期間しか効果が無く、上眼瞼

が下がるので削除手術を受ける。 

 

 

 

 

61歳： 

睡眠時無呼吸症候群を発症し CPAPでの治療を継続

中。 

66歳：遠絡療法を開始。 

 

処方と経過 

月１or2回、トリンプル LEDを使用し、基本的な中枢治療

を開始。 

6回目から氏家先生の処方例を参考に治療。 

10回目以降、いくつかのポイントを押している時に治療

者が見て目が開いている事を確認したが、開眼状態が

継続せず、その日のうちに従来の状態に戻る。 

15回目に目が開くポイントにイオンパッチやパイオニック

スを貼付したが、継続効果は無い。 

最終の 23回目でもメージュ症候群は同様の状況で、治

療者事情により治療を終了。 

睡眠時無呼吸症候群はCPAPでのAHIの変化を観察し

た結果、翌年の夏場での効果を確認した。 

結語 

(1) メージュ症候群は治療時の変化(改善）は確認でき

たが、継続できない状態である。 

(2) 睡眠時無呼吸症候群も効果の可能性は確認した

が、1回のみの結果であり、本当に効果があるのか他

の症例でも確認したい。
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膝内側半月板後根断裂 Medial Meniscus Posterior Root Tear（MMPRT）の一例 

 

田島診療所 

三橋徹 

 

 

症例 

発症時 70歳 女性 施設長退職後 

 

【傷病名】右変形性膝関節症 

 

【既往症】 

2024年 5月、帯状疱疹（右背部から右乳房下まで）現在

も同部に痒みあり 

 

【経過】 

2024年 6月末～7月、きっかけなく右膝内側の疼痛が発

症、正座ができなくなり、8月に疼痛が増悪する。他院受

診し治療するも改善せず、9/2 右膝MRIを撮像、T2強

調像で右大腿骨内顆の高輝度像あり。 

9/11当診療所初診、rAxII/3+4+5/3+4+5 の遠絡療法を

行い疼痛改善。腰痛も訴えたため、AKA-博田法、

rAIII,AII,AI/3+4+5/3+4+5、To L34, L45, S23 の低出力

レーザー治療等、通院治療を行う。しかし、改善・増悪を

くり返す。 

なお、ここで AIII と記載したのは AyIII、AxIIIの両方を

行ったことを略して記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

膝内側半月板後根断裂（MMPRT） 

中高年 50～70代の女性に好発。内側および外側半

月板は、前方と後方（前根、後根）で脛骨に固定されて

いるが、このうち内側半月板後根部が断裂したもの。半

月板は膝関節にかかる垂直荷重ストレスを外周・横方向

に分散する働きを担う（半月板のフープ機能）。MMPRT

では、この機能が失われるため、特に膝屈曲位において

内側半月板が脛骨関節面から後内方に過剰に逸脱して

しまい、これが 4mmを超えると膝軟骨への荷重ストレス

は 5～10倍に増加する。このため、膝軟骨下骨脆弱性

骨折や、これまで原因不明だった特発性膝骨壊死、変

形性膝関節症が急速に進行。MMPRTを放置すると、約

3年で 30％、5年で約 50％の患者に人工膝関節置換術

を要した報告がある。また、MMPRT と診断されて 14年

後には 95％の患者が成績不良と判定された報告があ

る。 

本症例は、経過中右膝MMPRT に気付き、基幹病院整

形外科に手術適応の診断依頼をしたが、軽度伸展制限

を呈していたこともあり、リハビリテーションを行い増悪し

たら人工膝関節置換術（TKA）をすすめられる。 

 ご本人は、疼痛、TKAをなるべく避けたい希望あり、診療

方法のご教示を頂ければ幸いです。 
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d点活用処方の模索と実施症例の報告 

 

ペレス・テラキ治療室 

寺木啓祐 

 

要旨 

半導体レーザー治療器などの導入によって下位脳に対す

る処方※はほぼ完成形となり、柯先生が「万能処方」と呼

んでいたようにほとんどすべての症例に対する定型的な処

方となっています。 

 

※下位脳処方 

To/2d+c+a 

rAxIII/bc+c+a/bc+c+a 

lAyIII/bc+c+a/bc+c+a 

lAxIII/bc+c+a/bc+c+a 

 

ほとんどの症例は下位脳処方をおこなっていれば基本的

に間違いないと言えますが、病態などに合わせて追加の

処方を加えることでより高い効果が得られることは少なくあ

りません。また、近年の新型コロナ後遺症や筋痛性脳脊髄

炎（ME/CFS）などの一部の症例で経験されるように十分な

下位脳処方を行なえない場合もあり、代替的な処方を考え

ることもあります。このような追加・代替の処方にはさまざま

な工夫の余地があることから、私も遠絡療法を実践する一

治療師としてさまざまな方法を試行錯誤しながら模索して

いるところです。 

 

そのような中で、まだ試行中ではあるものの複数の症例を

通してある程度有効に使えそうな処方を経験したので、簡

単な考察とともに報告します。当日は諸先生方のご意見等

いただければ幸いです。 

 

 

 

 

症例 

【症例 1】 

38歳女性 

主訴 陰部・肛門部の痛みとしびれ 

     不眠、全身のしびれ 

病歴 

 児童期より不安、強迫性障害があり 30歳でうつ病を発

症した。精神科への通院、内服によりうつ症状は安定

しているが、34歳の頃より陰部、肛門部に違和感と痛

みが発症した。婦人科、泌尿器科、肛門科、整形外

科等にかかるが異常所見なし。症状の慢性化とともに

不眠、不安症状も強くなっている。 

 

【症例 2】 

40歳女性 

主訴 新型コロナ感染後遺症 

（倦怠感、頭痛、全身痛、ブレインフォグ、嗅覚障害） 

病歴 

 生来健康だったが、37歳で新型コロナに感染、その後

主訴が出現した。各種治療法で症状は改善してきて

いるが通常の生活に戻るレベルには至っていない。

特に刺激に対する耐性が低下していて To/2dへのレ

ーザー照射が実施できない。 

 

実施した追加処方 

手指の d点を用いた手技 

① To/Niの補法 

② AxIII、AyIIIの牽引瀉法 
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